












































6 Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui -
工学部 建築建設工学科 松下 聡
上に出さない学生を見かける。最近は黒板に板書きをした
り、演習課題を出して授業時間中に提出させたりして、学
生が何もしないで聞いているか、あるいは居眠りしていら
れるような暇な授業にならないような工夫を試みている。
演習課題の1例として、ニューヨークのワール ドトレー ド
センターのテロ事件や様々な建物の火災などの例を取り挙
げて、火災時の避難行動について説明し、授業を行ってい
る総合研究棟2階で火災が発生したらどうするか、空間の
イメージと避難経路を描かせている。このような課題を毎
回出して時間内に提出させている。配布 した課題用紙を2
枚以上取って自分以外の他人の名前を書いて提出しようと
する学生が毎年見られ、見つけた場合は即刻成績を不合格
としている。やる気が無いと見られる学生が混 じっている
一方で、毎年、社会人の受講も見かける。学生よりもこの
ような学外の人の方が熱心に授業に参力口しているように見
える。
成績の判定:
3名の教員がそれぞれ演習課題、レポー トなどの成績の
合計を総合 して成績を出している。この授業を開始した当
初は、専門分野以外の学生を対象としているので、比較的
甘く成績をつけていた。しかし、不正行為を行う学生など
を見るにつけて、この数年は方針を変え、できの悪いレポ
ー トや演習には容赦なく不合格点をつけている。大学の教
育 ・研究、世の中は甘いものではないことを教えるのも教
育の一環と考えている。
